
8-5-1 情報委員会 

 

1. 主な活動の記録 

(1) 委員会の開催 

委員会開催回数：6回（下表参照） 

(2) 活動の目的 

3 つの専門委員会の情報共有と課題検討及び

協会会員への情報提供、協会本部の情報セキュ

リティや新 HP 管理状況確認、及び外部管理サー

バ運用モニタリング、さらには RCCM（建設情報

分野）の自主学習教材の作成等を行う。 

(3) 主な内容 

  各専門委員会の活動状況を以下に示す。 

a) 情報セキュリティに関する活動 

 ① 情報セキュリティに関する特別講習会 

情報セキュリティに関して更なる情報提

供・啓発活動を進めるため、内閣官房 CIO 補佐

官ほかの外部専門家を講師に迎えた特別講習

会を開催した。 

併せてウェブセミナーを併催して全国から

の参加を可能とした。 

また、講習会の録画を協会 HP で公開し、継

続教育への利用を推進した。 

② 専門委員会内の勉強会開催 

CASB（Cloud Access Security Broker）の情

報収集として、平成29年度から継続して3製品

の勉強会を開催した。 

b) 情報新技術活用に関する活動 

① 情報新技術のリサーチ 

情報新技術にかかるテーマとして AI 技術に

着目し「建設業界における AI活用事例」及び

「大手 IT ベンダーによる AI 研究」について調

査を実施した。 

 ② 自動運転 SWG への参画 

別途検討が進められている自動運転SWGに参

加し、自動運転技術と IT 技術の対応について

提案したほか、SWGの議論に参加した。 

c) テクリスの透明性、公正性向上に関する活動 

平成30年6月にJACICと打合せを実施した。

コリンズ・テクリスシステム改良の進捗状況や

改良内容を確認し、協会加盟会社における自社

システム改修や運用確認等の事前社内対応に

必要な情報の提供と提供時期等を要望した。 

平成 30 年 7 月以降、JACIC からのシステム

リニューアルに関する通知に、協会加盟企業に

有益と思われる情報や注意点等を補足し情報

提供を行った。 

平成 31 年 1月 7日、リニューアルされたコ

リンズ・テクリスシステムが運用開始されたが、

開始直後はシステム停止期間中に滞っていた

登録や所属技術者申請処理の運用変更に伴う

処理の集中により、手続きに時間を要する状況

が生じていたため、今後の対策等について

JACIC 担当者へ確認を行った。 

2. 次年度の活動について 

今年度の専門委員会活動を継続実施するとと

もに、中期行動計画における検討や活動に加え、

協会会員に対する情報技術力向上に関する支援

活動を実施する。 

（情報委員会委員長 菊谷 英彦） 

     
 日付 委員会開催 議事概要  

 2018. 4.17 第 1 回情報委員会開催 RCCM 自主学習教材更新／新 HP アクセス状況確認／専門委員会活動報告  

 2018. 6.06 第 2 回情報委員会開催 中期行動計画について／ RCCM 自主学習教材更新／専門委員会活動報告  

 2018. 8.02 第 3 回情報委員会開催 Web 会議活用意見照会／広報戦略委員会報告／専門委員会活動報告  

 2018.10.05 第 4 回情報委員会開催 グループウェア評価報告／本部セキュリティ報告／専門委員会活動報告  

 2018.12.06 第 5 回情報委員会開催 本部セキュリティ報告／新テクリス経過報告／専門委員会活動報告  

 2019. 2.01 第 6 回情報委員会開催 委員会規則変更確認／表彰候補について／専門委員会活動報告  

     


